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マリー・ストープス MarieStopes(1880-1958)は 20 世紀に活躍した最も重要な女性の一人と言
える。『結婚愛』（"MarriedLove":1918 年）を著し、現在では一般に普及した避妊の権利を推進、
バース・コントロールのクリニックを開設するなど、イギリスで最初の性に関するカウンセラ
ーであった。 
 
一方でスコットランド人植物学者としても著名で、研究の
ために日本を訪れており、北海道での植物探索調査、東京
帝国大学での講義や小石川植物園に化石研究の施設を設
置するなどした。さらに帰国後の 1912 年『日本の古典劇・
能』(“PlaysofOldJapan(TheNO)”)をロンドンで出版し、
西洋への日本の紹介者としても足跡を残している。 
 
1880 年、人類学者の父と、有名なシェークスピアの専門
家にしてフェミニズム運動にかかわる母との間に生まれ
た。エディンバラのセント・ジョージス・スクールで学ん
だ後、ユニヴァーシティ・カレッジ・ロンドンで、植物学、地質学を専攻。それらの研究で高
い評価を得た後、ミュンヘンの植物学研究所に進み 1904 年に自然科学の博士号を取得、女性
として初めてマンチェスター大学の理学部教授に迎えられた。 
 
ミュンヘンでは日本人、東京帝国大学の植物学者/遺伝学者・藤井健次郎に知り合っている。ス
トープスは彼に好意をいだいたようで、先に帰国した藤井を追う形で 1907 年来日、2 年間の共
同研究を行っている。北海道での調査、東京帝国大学での講義はこの頃の事である。また東京
帝国大学の理科大学長にして日本科学界の重鎮、桜井錠二男爵から能の手ほどきを受け、公演
にも招待されている。やがて帰国後、西洋への最初の能の翻訳者となった。 
 
しかし藤井との関係はうまくいかず失意のうちに帰国、その後のイギリスでの結婚も不幸な結
果に終わり、彼女はその関心の矛先を、幸福な結婚・健全な夫婦生活・性・そして産児制限の
あり方といった問題に向けるようになる。同様の問題に悩み、苦しむ多くの人たちの存在を知
った彼女は、講演活動・巡回展示・相談所設置などの活動を展開した。 
 
避けられる事の多かったテーマに正面から対峙した著作『結婚愛』は実に 28 度も版を重ね、『賢
明な親』（"WiseParenthood":1918 年）とともに、13 の言語に翻訳され、100 万部を売り上げ
た。日本でも『結婚愛』は矢口達訳で刊行されたが、大正十三年に発禁処分、多くの伏字を施
した改訂再版となったが、しかし当時の大ベストセラーとなった。 
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